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北海道観光の動き
• ２０１７年（平成29）・・北海道観光入込客実数が

• 過去最高の５,６１０万人に

• ２０２０年（令和2）・・北海道観光入込客実数が

• 過去最低ので３,３３８万人に

• ２０２３年（令和5）・・4月29日以降、水際措置を緩和

• 全ての入国者に対して、検査の

• 陰性証明書・ワクチンの接種証明書

• のいずれも提出不要

• ２０２３年（令和5）・・5月8日以降、新型コロナウイルス

• 感染症の位置づけが「５類感染症」

• に



YOSAKOIソーラン祭り
238チーム24000人 観客数206万人



2023さっぽろオータムフェスト
9月8日（金）～9月30日（土）238万人



新千歳空港 国際線
• ソウル：

• 済州航空 ジンエアー アシア
ナ航空 ティーウェイ航空 大
韓航空 エアプサン

• 釜山：

• エアプサン  アシアナ航空
ジンエアー

• 北京：中国国際航空

• 上海；中国東方航空

• 春秋航空

• 台北：

• タイガーエア台湾 チャイナ 
エアライン エバー航空

• スターラックス航空

• 香港：

• 香港航空 キャセイパシフィッ
ク航空

• バンコク：タイ国際航空

• タイエアアジアＸ

• シンガポール：スクート



北海道民の域内観光に
大きく支えられている北海道観光
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出所：北海道観光入込客数調査報告書 ２０２３年 北海道経済部

道内客3,756万人 （内日帰り客は2,913万人 宿泊客 843万人）

道外客 404万人（内日帰り客は12万人 宿泊客392万人）

69万人



出所：北海道観光入込客数調査報告書 ２０２３年 北海道経済部

2022年度 北海道観光入込客数
（実数）４,２２９万人
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出所：北海道観光の現況2022 北海道経済部

過去最高値

道内客84.2％
道外客10.8％
外国人5.0％



観光産業の特徴

複数の業種や産業か
ら構成される

複合産業

関連する業種や産業が多い

裾野が広い産業



出所：北海道観光の現況2022 北海道経済部



出所：北海道観光の現況2022 北海道経済部



出所：北海道観光の現況2022 北海道経済部



観光とはなにか



観光統計上の用語
（１）観光

• 余暇、ビジネス、その他の目的のため、日常生活圏を離れ、継続して１年
を超えない期間の旅行をし、また滞在する人々の諸活動。

（２）観光地点

• 観光・ビジネスの目的を問わず、観光客を集客する力のある施設又は
ツーリズム等の観光活動の拠点となる地点を意味し、日常的な利用、通
過型の利用がほとんどを占めると考えられる地点は対象としない。

（３）行祭事・イベント

• 行祭事とは、地域住民の生活において伝統と慣行により継承されてきた、
恒例として日を定め執り行う歴史的催し・祭り、郷土芸能等の集合を意味
し、イベントとは、常設又は特設の会場施設において行われる博覧会、見
本市、コンベンション等を意味する。

（４）観光入込客

• 日常生活圏以外の場所へ旅行し、そこでの滞在が報酬を得ることを目的
としない者。観光地点及び行祭事・イベントを訪れた者を観光入込客。

（５）訪日外国人客

• 観光入込客のうち、日本以外の国に居住し、観光地点及び行祭事・イベ
ントを訪れた者。

（６）観光地点等入込客数

• 観光地点及び行祭事・イベントごとの観光入込客の総数



観光に関わる言葉

•旅・旅行
•旅・・多くの人々が軍旗
をおしたてて行く

•行・・十字路から「みち」
「いく」「ととのった列」

↓

• 「日常生活圏」から離れ
て、他の場所へ行く

• ２つ以上の場所を空間
的に移動する

出典：新漢語林



観光に関わる言葉

• Tourism・・語源はｔｏｒｎｕｓ（ろくろ）-巡回旅行

• Tour・・・・・組織化された計画的な旅行

楽しみのために多くの場所を訪れ、また

出発地にもどる旅行

• Sightseeing・色々な所を見て回る旅行

• Trip・・・・・・・楽しみのために行く短期間の旅行

• Excursion・・多くの人と行く短期間の旅行

• Travel・・・・・長期間あるいは長距離の旅行

• Journey・・・・離れた場所へ行くこと（陸上の旅行）

• Voyage・・・・船で行く長期間の旅行



現在の「観光」を意味づける
３つの概念

•「移動」
•普段の日常生活を離れて楽しみを
目的とする旅行など
•「交流」
•ホストとゲストの2つの文化が交差
する文化交流など
•「事業」
•観光という社会的な現象を盛んに
する様々な活動など



「宿泊旅行」 「日帰り旅行」

•宿泊旅行
• 「自宅以外で1泊以上の宿泊をするすべての旅行」

•日帰り旅行
• 「片道の移動距離が80km以上、又は所要時間（移
動時間＋滞在時間）が8時間以上の非日常圏への
移動」

• 2017年旅行･観光消費動向調査（国土交通省）



ｲﾒｰｼﾞ



出所：北の道ナビ





北海道内の旅客運輸分担率

出所：北海道の運輸 北海道運輸局





．道民の旅行先



出所：旅行年報２０２２ 財団法人日本交通公社 旅行先別旅行者居住地



出所：旅行年報２０２２ 財団法人日本交通公社 旅行先別旅行者居住地





出所：悠悠北海道



出所：北海道観光入込客数調査報告書 ２０２３年 北海道経済部

2022年度 圏域別観光入込客数
（延べ人数）
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出所：北海道観光入込客数調査報告書 ２０２３年 北海道経済部

2022年度 圏域別観光入込客数
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出所：北海道観光入込客数調査報告書 ２０２３年 北海道経済部

2022年度 圏域別観光入込客数
（延べ人数）
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出所：北海道観光入込客数調査報告書 ２０２３年 北海道経済部

2022年度 観光入込客数



出所：北海道観光入込客数調査報告書 ２０２３年 北海道経済部

2022年度 月別観光入込客数
（延べ人数）
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観光産業の需要変動
• 休暇を取りやすい時期（発地側要因）

• 例：日本の連休は４-５月/夏休み

• 中国の連休は春節１-２月・国慶節１０月

• タイの正月は4月中旬

• 渡航規制や急激な為替の変動  （発地側要因）

• 自然気象がよい時期（着地側要因）

• 例：北海道でハワイが売れるのは２-３月

• 雪が珍しい国からの来道は1－2月

• 自然災害などによる交通機関の不通や観光資源の崩壊
（着地側要因）

• など





出所：札幌の観光 ２０２２年 札幌市

2022年度 札幌市観光入込客数
（延べ人数）



出所：札幌の観光 ２０２２年 札幌市

2022年度 札幌市観光入込客数
（延べ人数）

道内客70.9％
 道外客29.1%



出所：札幌の観光 ２０２２年 札幌市

2022年度 札幌市観光入込客数
（延べ人数）



出所：札幌の観光 ２０２２年 札幌市

2022年度 札幌市観光入込客数
（延べ人数）



出所：札幌の観光 ２０２２年 札幌市

2022年度 札幌市観光入込客数
（延べ人数）







これからの北海道観光



出所：旅行年報2023 日本交通公社



出所：旅行年報2023 日本交通公社



創意工夫がもとめられていく
これからの北海道観光

•事例①

•アドベンチャーツーリズムからの示唆

•事例②

•学びの旅・持続可能な観光・再生観光





大倉山ジャンプ競技場で開催されたオープニングセレモニー（画像トラベルボイス）



札幌コンベンションセンターで開かれた総会（画像トラベルボイス）



アドベンチャートラベル・ワールド
サミット北海道2023

• 9月4日～10日：プレサミット・アドベンチャー（PSA）

• 北海道以外の地域を含む22コース

• 9月11日： デイ・オブ・アドベンチャー（DOA）

• 北海道内31コース

• 9月12日～14日：セレモニー、商談会、各種講演会等

•参加者；日本を含め64カ国・地域から約750人

• ジャーナリスト及びインフルエンサーは17カ国・地域か
ら約50人

•バイヤーの旅行会社が21カ国・地域から約100人



アドベンチャーツーリズム
（ADVENTURE TOURISM）
• 旅行者が地域独自の自然や地域のありのままの文化
を、地域の方々とともに体験し、旅行者自身の自己変
革・成長の実現を目的とする旅行形態

• アクティビティは地域をより良く知り、地域の方々と深く
接する手段の一つであり、近年はハードなものより、
むしろ散策や文化体験等のソフトで簡易なものが主流
となってきている。

• 旅行者の特徴として、教育水準の高い富裕層の割合
が高く、平均で14日間と長期の滞在を好み、アウトドア
ギア（用具、装備）にもこだわる層が多い

• 北米・欧州・南米の主要地域ではそれぞれの国内市
場を除く海外での消費額のみで推計6830億ドル（76.5
兆円）の経済効果があるとされている。



出所：北海道経済部観光局観光振興課



プレサミット・アドベンチャー（PSA）例
• HOKKAIDO - AROUND DAISETSUZAN, 6-DAY 

HIKING TOUR
• OPERATOR；Hokkaido Treasure Island Travel Inc. 
• PRICE：JPY 228,000
• MINIMUM SPOTS；4 DAYS：6 DIFFICULTY：4/5
•大雪山国立公園の北部の旭岳と黒岳の2つの主要
峰の間を横断し、南の然別湖まで探索

•旭岳と黒岳の2つの主要ピークを横断する 北海道の
先住民族であるアイヌと出会い、学ぶ

• ヒグマの生息地である大雪高原温泉の登山道探索
•白雲山山頂から然別湖を眺める
•十勝火山群の富良野岳をハイキングする



出所：Adventure Travel Trade Association



デイ・オブ・アドベンチャー（DOA）例
• RAFTING & GLIDING IN SORACHI - ISHIKARI RIVER
• OPERATOR
• HOKKAIDO CHUO BUS Co., Ltd. 
• MINIMUM SPOTS：4 DAYS：1 DIFFICULTY ：２/5

•

•日本三大河川の一つである石狩川沿いのラフティング
体験。

•滝川スカイパークでのグライダー滑空体験。
•石狩川から川特有の歴史や文化を学び、知る。
•宮島沼で自然の世界的なダイナミズムを観察。



出所：Adventure Travel Trade Association



デイ・オブ・アドベンチャー（DOA）例

•CENTRAL SAPPORO AINU CULTURE 
WALKING TOUR
•OPERATOR；Ezosika Travel Co., Ltd. 
•MINIMUM SPOTS 4 DAYS 1
DIFFICULTY １

•サクシュコトニ川沿いのアイヌ民族の生活
の痕跡をたどる。
•アイヌ文化の現代的な表現を体感。
•アイヌの伝統楽器「ムックリ」を演奏。
•地元の食材を使ったアイヌ料理を堪能。





デイ・オブ・アドベンチャー（DOA）例
• DAISETSUZAN NATIONAL PARK FOREST WALK & 

CABLE CAR RIDE
• OPERATOR：Daisetsuzan Tours 
• MINIMUM SPOTS 4 DAYS 1 DIFFICULTY １

•大雪山国立公園森林ハイキングとケーブルカー乗車

• ロープウェイからの息を呑むような紅葉の景色
•黒岳の標高7,1mにある510合目のハイキングコース
•経験豊富な山岳ガイドによるユニークな野生生物に
ついての説明

•地元酒蔵の酒粕など、地元産の酒粕を使ったランチ
や甘酒など。





アドベンチャーツーリズム
• 「自然とのふれあい/Interaction with Nature
• 」「文化交流/Cultural Exchange」
• 「フィジカルなアクティビティ/Physical Activities」
の３つの要素のうち２つ以上が主目的である旅
行形態

• 「アドベンチャー・トラベラー」が旅行を通じて求
める体験価値がある

• （Adventure Travel Trade Associationによる定義）

• 旅行者が

• 地域独自の自然や地域のありのままの文化を、

• 地域の方々とともに体験し、

• 旅行者自身の自己変革・成長の実現を目的とする

旅行形態



出所：ATTA JTB総合研究所提供）

アクティビティ、自然、文化体験の3要素のうち、
2つ以上で構成される旅行



アドベンチャーツーリズムの課題

• 「アドベンチャートラベル」という言葉の響きから、
どうしても屋外のハードな体験が連想されてしまう

•移動をしながら、各地で体験や地域の文化に親し
むためには、旅行日数が増え、1人当たりの旅行
費用は高くなる。

•経済効果が高いことから、現在のところ訪日外客
の富裕層に照準をあわせている。日本人向けの
商品造成は前提になっていない。



アドベンチャーツーリズムの課題

「アドベンチャートラベル」という言葉の響きから、どうしても
屋外のハードな体験が連想されてしまう



アドベンチャーツーリズムの課題
• 「自然とのふれあい/Interaction with Nature」

• 「文化交流/Cultural Exchange」

• 「身体活動/Physical Activities」

•の３つの要素のうち２つ以上が主目的である旅行。

•自然の中の一つだけの体験だけでなく、それらの
体験を組み合わせたものが海外基準

•移動をしながら、各地で体験や地域の文化に親し
むためには、日数が増え1人当たりの旅行費用は
高くなる。



アドベンチャーツーリズムの課題

•経済効果が高いことから、現在のところ訪日外客
の富裕層に照準をあわせている

•日本人向けの商品造成は前提になっていない。

• そのため、北海道の中でも認知されていない。



北海道でのアクティビティ 例
•乗馬体験（札幌市南区 八剣山山麓）



北海道でのアクティビティ 例

•自分だけの大きな『白い恋人』を作ろう！ < 白い
恋人パーク>



北海道でのアクティビティ 例
•網走 リバーカヤックツアー



北海道でのアクティビティ 例
•旭川の近郊、鷹栖町の大雪原で 「犬ぞり」体験
【12月～3月】



北海道における
アドベンチャーツーリズムの課題
•体験メニューは多いが、それをどのように旅行に取り
入れるかなどの加工ができていない。

•盛りだくさんのメニューになり、時間的に余裕がない。

•選択の幅がまだまだ少ない。

•既存のツアーにもう少し濃い体験価値を感じさせる
工夫をする。

•特にTransformation（自己変革＝体験を通じて自己
の価値観が変化したり、世のなかの見方が変わった
りすること）を意識させることが大切。



学びの旅



るるぶ

• １９７３年（昭和４８年）に日本交通公社（現JTBパブ
リッシング）によって創刊された旅行雑誌

• 「見る」「食べる」「遊ぶ」
• １９７０年（昭和４５年）日本国有鉄道（現JR） 「ディス
カバージャパン・キャンペーン」

• （日本を発見し、自分自身を再発見する）

• ↓

•観光旅行の定着と団体旅行から

•個人旅行へ

•周遊旅行からテーマ性のある旅へ



マスツーリズムからニューツーリズムへ

•「体験する」「交流する」「学ぶ」
• 2009年～
• 「見る」から「体験する」へ

• 例：伝統文化の鑑賞だけでなく、実際に触ったり

• 演じたりする

• 「食べる」から「交流する」へ

• 例：レストランや宿泊施設から地域の農家レストラン
で食べる

• 「遊ぶ」から「学ぶ」へ

• 例：単なる見学から専門家などのガイドの案内に耳
を傾ける



持続可能な観光（サスティナブルツーリズム）

•地域資源の大量の人々による画一的な利用
から

•地域社会と共生する地域資源利用へ

•2017 年「持続可能な観光国際年」
（International Year of Sustainable 
Tourism for Development）



持続可能な観光の定義 ＷＴＯ

•「旅行者、観光関連産業、自然環境、
地域社会の需要を満たしつつ、経済
面・社会面・環境面の影響も十分考慮
に入れた観光」

• コミュニティーの文化面を尊重すること。

• コミュニティの雇用状態や収入の状況、社会福祉の充
実さ等、全ての人が利益を享受できる社会であること。

•自然遺産や生態系の保全を図り、環境資源を長期的に
持続可能な状態で活用すること。



持続可能な観光 ＷＴＯ

• 1)主要な生態学的過程を維持し、自然遺産や生物多様
性の保全を図りつつ、観光開発において鍵となる環境
資源を最適な形で活用する。

• 2)訪問客を受け入れるコミュニティーの社会文化面での
真正性を尊重し、コミュニティーの建築文化遺産や生き
た文化遺産、さらには伝統的な価値観を守り、異文化理
解や異文化に対する寛容性に資する。

• 3)訪問客を受け入れるコミュニティーが安定した雇用、
収入獲得の機会、社会サービスを享受できるようにする
等、全てのステークホルダーに公平な形で社会経済的
な利益を分配し、貧困緩和に貢献しつつ、実行可能か
つ長期的な経済運用を実施する。



日本政府観光局が考える持続可能な
観光

•地域の「文化」を守る育む
•地域の魅力あふれる伝統的な文化や文化遺産を保全

•地域の「経済」を守る育む
• インバウンド観光客の誘客や滞在、特産物の購買を促進

•地域の「環境」を守る育む
•自然遺産や日本の生態系を保全し、環境資源の最適な
活用



国際連合における「持続可能な発展」
• 「将来の世代ニーズを満たす能力を損なうことな
く、今日の世代のニーズを満たすこと」

• 続可能な開発目標（SDGs）

•  2015年の国連サミットで採択された「持続可能な開発のための2030アジェンダ」の中の
17の目標のうち、目標8、目標12、目標14が観光が明記されている

• 目標8 働きがいも経済成長も

• サスティナブルツーリズムを通して、観光に関わる雇用の創出や地域経済の活性化に
つなげる

•  目標11 住み続けられるまちづくりを

• 地元住民や地域に配慮されたサスティナブルツーリズムを実施することで、観光客への
メリットだけでなく元々そこに住む住民が暮らしやすい街づくりにつながげる

• 目標12 つくる責任つかう責任

• 地域資源を有効に活用した観光開発をすることで、持続可能な消費生産サイクルを作
ることにつなげる。

• 目標14 海の豊かさを守ろう

• 観光業を発展させながらも海の環境を守り続けることにつなげる。



サステナブルツーリズムの背景
• 世界の観光客の増加
• 1970年代以降、発展途上国を含めた大規模な観光開
発の展開に伴い、国際的な観光産業は急成長。大規
模開発、大量輸送、大量消費を目的とするマス・ツー
リズムが主軸

• 顕在化した観光の負の側面
• 観光客の増加による生態系や宿泊の際の排水等に
よって、観光地の環境汚染や自然環境破壊が発生。

• 観光客の増加により、地域の伝統文化が薄れたり、文
化遺産の破損・破壊等が発生。

• 観光客の騒音やゴミや物価の上昇等、地域コミュニ
ティへの負荷が増加。

• 外国資本や他地域の資本が注入されたものの、海外
や地域外からの調達品が多く、地域にお金が残らない



再生型観光
（Regenerative tourism）
• 旅行・観光による社会的・環境的影響に対し、
• 積極的に関与し、新しい関係性の中で模索する
• 新しい継続的で再生可能な旅行・観光

• .国際観光の発展と観光客増加による地域の「オー
バーツーリズム」による地域/地域住民・観光客双方に
とっての悪影響を減らし、地域や観光地を再生しなが
ら更なる活発な観光地域づくりを推進する

• 地域資源や観光地域を現状から回復させ、より良い
姿へ再生する

• 持続するだけでなく、観光業によるお金の循環、経済
活性化、観光客や地域双方にとっての利益など、更な
る発展を促進する



再生型観光
（Regenerative tourism）
•旅行先の状況をより良くするような旅行
• 旅行先に着いたときよりも、去るときのほうが環境がより良
く改善されているという状況を目指して。旅行者と住民地域
を再生する。

• ①自然と調和した世界観

• ②有機的なシステム思考

• ③地域の新しい可能性の発見

• ④観光と生活システムの改革促進

• ⑤先住民族固有の土地、文化、知恵による癒し

• ⑥自然と地域の再生

• ⑦再生型観光の協力的実装



再生型観光

• ①滞在地を滞在する前よりも良くして離れる

• ②旅行者が地域に入り込むことで意義深く豊かな観光体験を得る

• ③住民と旅行者が良い関係を築く機会となる

• ↓

• ハワイでの例

• 旅行前のオンラインメディアや動画による教育的コミュニケーション

• ハワイ州全体では170個程度のプログラム

• ホテルや地域NPOが用意したボランティアに参加すると、宿泊代金
割引などのインセンティブ

• ビーチクリーンなどの簡単に参加できるものから、植林やタロイモ
畑、伝統的生け簀の管理など特別な地域体験ができるものまで用
意されている。

• 複数の宿泊施設に、ハワイ文化継承者（cultural stewardship）が常
駐しており、ハワイ語やハワイの文化を正しく学ぶことが可能















五感で体験する観光
• 「見る」から「体験する」へ
• 単に説明やパンフレット配布だけでなく、地域の資源の本質を体験する様々な
プログラムが利用できる。

• 体験を指導する人材には、地域の農家の人（農業体験）伝統文化継承・指導
者（伝統文化体験）がプログラム実施の際に協力している。

• 「食べる」から「交流する」へ
• 単にテーブルに並べられた食事をするのではなく、料理人やサービス担当の
方との会話やお店のキャラクターが魅力になっている。

• 「遊ぶ」から「学ぶ」へ

• 旅行者も地域住民などとのコミュニケーションを楽しみなが
ら地域のことを知り、自分の地域などを再認識する。

• ↓

• 旅行先もこれまでの定番から、今までに訪れたことのない
地や、これまで以上に深く地域へ入り込む、一か所でゆっく
り過ごすといったことが好まれてきた







写真提供：戎谷侑男



写真提供：戎谷侑男



写真提供：戎谷侑男



写真提供：戎谷侑男



樺戸（月形）- 市来知間道路（国道12号峰延道路）





地元登別青嶺高校生の
ボランティアガイドと散策



カーボンオフセット植林活動（下川町）
バス1台分のCO2オフセット植林



地元食材のお弁当とプラスチッ
クを使わない容器（下川町）

白樺樹液入りのクラフトビールと
チョウザメのフィッシュアンドチップ
ス（美深町）



インフラ施設見学
（下川町サンルダム）



やっぱ、北海道っしょ！
• 他所を訪問するということは、自分のいる地域を知ると
いうこと。

• 旅で得たものは、地域に還元できる。

• 北海道には、人も資源も魅力的なものがいっぱい

•旅は私にとって、精神の若返りの
泉である。

• アンデルセン（デンマークの童話作家、詩人 

• 1805～1875）



やっぱ、北海道っしょ！

旅する北海道民が支える
北海道観光

加藤 由紀子

北海商科大学公開講座
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